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201８年１月 31 日（水）～2 月 1 日

（木）に、「被災４県連合 復興・再生に向

けた政策に関するヒアリング調査（熊本）」

を実施しました。 

今回のヒアリングでは宮城、熊本、福島、

岩手の被災 4 県を訪問し、熊本へは連合熊本

から 2 名、連合本部から総合政策局、総合労

働局、総合組織局の 7 名が出席しました。 

 熊本県でのヒアリングでは熊本市役所、益城町社会福祉協議会、熊本県労働局、

そして熊本県庁の復旧・復興に関わる各部署を訪問しました。 

 

《熊本市役所（要旨）》 

公営住宅の建設については、当初 150 戸建設予定でしたが、不足が見込まれ追加

で 160 戸整備する予定です。建設型応急仮設住宅では、９つすべてで何らかの自治

会組織があり、良好なコミュニティができています。 

人口については昨年は転出超過でしたが、今年は転入超過であり、地震の落ち着

きを取り戻したためと分析しています。 

                          

《益城町社会福祉協議会（要旨）》 

震災発生直後は災害ボランティアセン

ターとしてがれき撤去や運搬を行い、現在

は町より委託を受け「地域支え合いセン

ター」として生活再建支援を行っていま

す。 

 具体的な活動では、住宅訪問などの見守

り活動や、イベント開催を通じたコミュニ

ティづくり、生活課題の公的支援へのつな

ぎなどです。 

現場ならではの課題や、生活支援員への

感謝の声など、被災された方々と常に向き

合っているからこその貴重な声を聞き、意

見交換を行いました。 

 

発行 ： 連合 （総合組織局・連帯活動局）  
電話 03-5295-0513 FAX 03-5295-0547 rentai@sv.rengo-net.or.jp 

日本労働組合総連合会（連合）  http://www.jtuc-rengo.or.jp/  
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右図は地域支え合いセンターの活動 

（社協だより）。 

被災された方々のコミュニティづくりを 

目的に、地域サロンなどを行っています。 
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《熊本労働局・熊本県庁（要旨）》  

 震災と復興に関わる多くの部署からヒアリングを行いました。主なお話は以下の

通りです。 

１．復旧・復興について 

・被災された方々の痛みを最小化し、元あった姿に戻すだけでなくさらなる発展に

つなげることを原則として、復旧・復興を進めています。 

・災害廃棄物処理については土木人材

の不足等が課題だが、東日本大震災で

の経験がある被災県からの応援や、同

じく経験ある廃棄物処理場を活用しつ

つ進めています。 

・災害廃棄物処理の進捗率について

は、公費解体は 96.7％、災害廃棄物

処理は 96.4％です。 

 

２．各産業の復興の状況について 

・県漁港はすべて復旧が完了し、市町

漁港も今年度中を見込んでいます。強

い農業・水産業づくり交付金を通じ、

各施設の早期復旧を行いました。 

・観光は宿泊客数が戻ってきており、国内客は前年同期比 90.4％、海外客は同

239.2％であり、アジア諸国の来客が多いです。しかし、道路・鉄道等のインフラ

が未復旧の阿蘇地域のみまだ回復しきれていません。 

・2019 年ラグビーワールドカップと女子ハンドボール世界大会に向けて、熊本城

を復興のシンボルとするため、工事が本格化しています。 

・阿蘇へのアクセスルートとして、南阿蘇鉄道や国道 57 号を早期に復旧する必要

があります。長陽大橋の復旧により立野地区との大きな迂回は解消されました。 

・ＢＣＰ（事業継続計画）を策定していた企業ではいち早く事業再開ができたこと

を踏まえ「くまもとＢＣＰサポーター」などによる支援を通じ、策定を推進してい

ます。 

・2017 年 12 月の有効求人倍率は 1.68 倍で過去最高値です。年間総実労働時間

は全国と比べて多くなっているものの、働き方改革の推進により、減少傾向にあり

ます。 

・ブラック企業の対極となる「ブ

ライト企業」の認定や、企業の代

表者等が従業員の仕事と生活の充

実を応援する「よかボス企業」の

募集を通じ、良質な雇用を創出し

ています。 

 

●熊本県では「熊本地震デジタル

アーカイブ」を設立し、地震に関

連する資料を収集し、防災教育等

への活用をしています。

（http://www.kumamoto-

archive.jp/） 

ヒアリングの様子 

2019 年のスポーツ世界大会に向け、 

熊本城の工事が本格化しています 


